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木原誠二、積極的情報発信中！！

昨年10月より個人アカウントから公式ファンページ
に移行しました。「いいね！」が従来の友達申請の
代わりとなりますので、「いいね！」をお願いします

64号 新年特別号64号 新年特別号

新たな年を迎えました
景気回復を本物に‼
今年は、景気回復を本物とする重要な年。
幸い、企業業績は順調に回復してきています。その企業利益が、設備投資、賃上げ、配当のいず
れかに回されるよう、経営者の判断を後押していく必要があります。特に重要なのは賃金。春闘が
大きな山場であり、しっかりと注視していきたいと思います。

　フィリピンでの甚大な台風被害を受け、アジア担当の
外務大臣政務官として、支援にあたってきました。お陰様
で、国際緊急援助隊医療チームが各国に先駆けてフィリ
ピン入りし、最も被害の多かったタクロバン市を中心に
3000人以上の皆様を診察させていただきました。また、
自衛隊も輸送活動や医療活動に従事することができまし
た。今後は、緊急援助から復興・復旧の段階に移行して
いきます。しっかり支援していきます

平成26年1月6日発行

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）

改
革
を
断
行

　

企
業
行
動
を
後
押
し
す
る
一
環
と
し
て
、コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、国
際
標
準
と
し
て
、①（
上
場
企
業
に
つ

い
て
）独
立
社
外
取
締
役
の
積
極
的
導
入
、②

R
O
E（
資
本
利
益
率
）を
重
視
し
た
経
営・・・、

な
ど
が
重
要
で
す
。幸
い
、１
月
か
ら
は
、東
京

証
券
取
引
所
で
新
た
な
株
価
指
数
と
し
て
日
経

4
0
0
の
取
引
が
開
始
さ
れ
ま
す
。日
経

4
0
0
で
は
、R
O
E
や
独
立
社
外
取
締
役
の

有
無
な
ど
が
、銘
柄
採
用
の
基
準
と
な
っ
て
お

り
、そ
の
定
着
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
小・小
規
模
事
業
者
へ
の
目
配
り
を
‼

　

も
う
一
点
大
切
な
こ
と
が
、我
が
国
企
業
数
の

99
％
、雇
用
の
７
割
以
上
を
占
め
る
中
小・小
規

模
事
業
者
の
元
気
、活
性
化
。事
業
転
換
に
対

す
る
税
優
遇
も
含
め
た
積
極
的
支
援
、金
融
機

関
の
預
貸
率
引
上
げ
、公
共
調
達・事
業
の
優
先

的
割
当
て
、仕
事
の
地
産
地
消
、海
外
展
開
に

対
す
る
積
極
的
支
援
な
ど
、重
層
的
か
つ
き
め

細
か
な
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

医療チームを激励医療チームを激励

フィリピン台風被災者支援を実施してフィリピン台風被災者支援を実施して

地元の少年野球大会で始球式地元の少年野球大会で始球式

地元の餅つき大会にて地元の餅つき大会にて

大の祭り好き大の祭り好き
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外
務
大
臣
政
務
官
と
し
て
全
力
投
球

外
交
こ
そ
平
和
の
土
台
、最
大
の
安
全
保
障

　

昨
年
９
月
に
外
務
大
臣
政
務
官
に
就
任
し

て
以
来
、ス
ト
ック
ホ
ル
ム
で
の
世
界
ワ
ク
チ
ン
会

議
出
席
、ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
エ
イ
ズ・マ
ラ
リ
ア・結

核
世
界
基
金
会
議
への
総
理
特
使
と
し
て
の
出

席
な
ど
国
際
保
健
外
交
に
加
え
、ア
ジ
ア
、ア
フ

リ
カ
の
外
交
担
当
者
と
の
会
談
を
積
極
的
に

行って
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、国
連
の
非
常
任
理
事
国
選
挙
、

O
E
C
D
閣
僚
理
事
会
議
長
国
、そ
し
て

O
D
A
供
与
開
始
60
周
年
な
ど
、日
本
外
交
に

とって
、極
め
て
重
要
な
勝
負
の
年
！！

　
こ
こ
暫
く
、国
家
安
全
保
障
会
議
の
設
置
、

防
衛
予
算
増
額
な
ど
防
衛・安
保
に
焦
点
が
あ

たって
き
ま
し
た
。し
か
し
、外
交
こ
そ
最
大
の

安
全
保
障
で
す
。人
任
せ（
米
国
）に
せ
ず
、何

か
が
起
こ
る
こ
と
に
自
ら
備
え
て
お
く
こ
と
は

国
家
と
し
て
当
然
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
大
切

な
こ
と
は
、何
か
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
か

ら
行
動
し
て
お
く
こ
と
。

　

そ
れ
が
外
交
で
あ
り
、外
交
こ
そ
、日
本
の
平

和
と
安
全
を
守
る
最
大
の
カ
ギ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、我
が
国
の
理
念
、価
値
観
を

外
交
を
通
じ
て

積
極
的
に
発

信
、実
現
し
、仲

間
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

そ
の一つ
の
手
段

が
政
府
開
発
援

助
、O
D
A
で

す
。

O
D
A
大
綱
の
改
正
を
‼

　

現
在
の
O
D
A
大
綱
は
2
0
0
3
年
に
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。当
時
の
世
界
潮
流
は
貧

困
撲
滅
に
あ
り
、と
に
か
く
、最
貧
国
に
対
す

る
債
務
免
除
や
無
償
資
金
提
供
が
重
視
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、単
に
借
金
を
棒
引
き
し
て
、お
金

を
渡
す
だ
け
で
は
、貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ

ん
。そ
の
国
が
自
ら
の
足
で
立
て
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
こ
そ
大
切
。そ
の
た
め
、我
が
国

は
、引
き
続
き
、経
済
成
長
重
視
、保
健
衛
生

重
視
、人
権
と
り
わ
け
女
性
、子
供
の
人
権
重

視
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の

こ
と
を
、し
っ
か
り
と
O
D
A
大
綱
に
反
映
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、経
済
が
持
続
的・自
律
的
に

成
長
し
て
い
く
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
大
切

で
、道
路
や
空
港
な
ど
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
、電

力
、上
下
水
道
な
ど
基
礎
的
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
支
援
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、民
間
企

業
も
投
資
し
や
す
く
な
る
よ
う
、規
制
や
法
律

の
整
備
に
対
す
る
支
援
も
重
要
で
す
。

　

持
続
的
、自
立
的
発
展
の
た
め
に
は
、医
療・

保
健
の
充
実
も
不
可
欠
で
あ
り
、「
全
て
の
人

に
基
礎
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス
ト
で
提

供
」す
る
ユニバ
ー
サ
ル・ヘル
ス・カ
バ
レッ
ジ
を
我

が
国
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。我
が
国
は
、

ま
だ
先
進
国
入
り
す
る
前
の
1
9
6
1
年
に

国
民
皆
保
険
を
実
現
し
ま
し
た
。こ
の
国
民
皆

保
険
と
充
実
し
た
義
務
教
育
制
度
が
そ
の
後

の
経
済
成
長
の
土
台
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
しっか
り
と
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
人
権
。持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

民
主
的
価
値
観
の
共
有
が
重
要
で
あ
り
、と
り

わ
け
、女
性
の
社
会
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

発行 : 木原誠二後援会 東京都東村山市栄町2-22-13 松岡ビル2階

木原誠二プロフィール
年金・医療・介護、障害者福祉、行財
財政改革、公務員制度改革、都市農
業など幅広く活動を展開。
1970年６月東京生まれ。私立武蔵高
校、東京大学法学部、ロンドン大学
LSE修士卒業。平成５年大蔵省入
省。平成17年９月衆議院初当選。現在
外務大臣政務官。
著書に「英国大蔵省から見た日本」
（文春新書）

〒189-0013　東村山市栄町2-22-13 松岡ビル2F
TEL 042-392-4105　FAX 042-392-4106

〒100-8981　東京都千代田区永田町2-2-1
衆議院第一議員会館915号室
TEL 03-3508-7169　FAX 03-3508-3719

地元事務所

国会事務所

天皇陛下の御休所、熱い論戦の場「本会議場」などをご案内します。ご希望の方は、国会議
事堂や議員会館でのお食事も可能です。参加
費は無料（ご昼食代と交通費のみ）、
2、3人のグループから結構ですので、是非、
ご家族やご友人とご参加ください。
希望日、希望時間、代表者のお名前、参加人
数、昼食希望の有無をご連絡下さい。

国会見学ツアーにいらっしゃいませんか？
所要時間1時間～2時間程度

お問合せ先
木原誠二事務所　TEL 03-3508-7169
　　　　　　　　FAX 03-3508-3719

担当　高橋

ビル・ゲイツ氏と会談ビル・ゲイツ氏と会談

ワシントンにて英語で講演ワシントンにて英語で講演

政務官として国会で答弁政務官として国会で答弁

　社会保障プログラム法の成立を受け、いよいよ具体策の
年。先ずは医療提供体制の整備に取り組みます。高齢化
が進むとともに、疾病構造も慢性疾患が増加しています。
地域のお医者さん・診療所、いわゆる「かかりつけ医」を中
心に、大病院、介護施設を連結して、継続的に医療・介護を
提供する体制の整備が不可欠です。国会版社会保障国
民会議の事務局長として引き続き行動していきます。

医療提供体制の整備に全力
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